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国では、合併特例法の期限内（平成 17年 3月 31日）での市町村合併を促進するため、財政面
の支援を講じています。総務省の合併特例債シミュレーションを利用して、２市８町１村の成田

市・富里市・栄町・下総町・神崎町・大栄町・栗源町・多古町・蓮沼村・横芝町・芝山町のケー

スを試算すると次のようになります｡多額な支援がありますが全額もらえるのではなく、あくまで

も借入金であり長期にわたって償還していくことになるものです｡

支援制度措置名 試　算　額

1.合併後の臨時的経費に対する財政措置 約 30億円
（5か年の合計額：普通交付税に上乗せ）

2.合併後の市町村のまちづくりのための建設事業
に対する財政措置

①標準全体事業費

約 757.5億円
（合併後 10か年の合計額）

②起債可能額 約 719.6億円
(①標準全体事業費の 95％)

③普通交付税算入額 約 503.7億円
（②起債可能額の 70％）

3.合併後の市町村の振興のための基金造成に対す
る財政措置

約 40億円
（上限 40億円）
参考：総務省合併特例債シミュレーション

1-1　合併特例債の対象事業及びその例
①合併市町村の一体性の速やかな確立を図るために行う公共的施設の整備事業

　【例】・旧市町村相互間の道路、橋りょう、トンネル等の整備

　　　 ・住民が集う運動公園等の整備
②合併市町村の均衡ある発展に資するために行う公共的施設の整備事業

　【例】・介護福祉施設が整備されていない地区への施設の整備

　　　 ・ある地区には文化施設があるため、他の地域に体育施設を整備するなどして､全体のバラ
　　　　ンスの取れた発展を図る

③合併市町村の建設を総合的かつ効果的に推進するために行う公共的施設の統合整備事業

④合併市町村における地域住民の連帯の強化または旧市町村の区域であった区域における地域振興

等のために地方自治法 241-1の規定により設けられる基金の積み立て
　【例】・イベント開催、新しい文化の創造に関する事業の実施、民間団体への助成等

　　　 ・地域の行事の展開、伝統文化の伝承等に関する事業の実施・民間団体への助成、コミュニ
ティ活動・自治会活動への助成、商店街活性化対策等

1　合併特例債の試算
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空港圏を主体とする２市８町１村は、成田市、富里市、栄町の印旛郡市の市や町と、下総町、

神崎町、大栄町、栗源町、多古町の香取地域、蓮沼村、横芝町、芝山町の山武地域の３地域から

構成されています。

　　公表されているデータを基に関係市町村の基本事項を整理すると次表のようになります。

産業構造(各産業人口と割合)
市町村名

人口
(人)

面積
(k㎡) 1次 2次 3次

65歳以上
人口の割合

成田市 95,704 131.27 1,746
3.5％

7,955
15.8％

39,492
78.7％ 12.3％

富里市 50,176 53.91 2,961
11.0％

5,670
21.0％

17,723
65.6％ 11. 3％

栄　町 25,475 32.46 614
5.0％

2,896
23.4％

8,812
71.1％ 14.1％

下総町 8,115 32.00 470
11.3％

1,081
25.9％

2,615
62.7％ 21.0％

神崎町 6,747 19.85 274
8.3％

895
27.1％

2,109
63.9％ 20.1％

大栄町 13,079 50.57 1,816
26.0％

1,517
21.7％

3,483
49.9％ 20.8％

栗源町 5,319 29.05 973
33.2％

660
22.5％

1,271
43.3％ 24.3％

多古町 17,603 72.68 2,060
22.0％

1,982
21.2％

5,305
56.7％ 24.6％

蓮沼村 4,751 9.72 403
16.9％

769
32.2％

1,214
50.8％ 23.9％

横芝町 14,554 33.60 1,079
14.6％

2,243
30.2％

4,066
54.8％ 21.8％

芝山町 8,401 43.47 1,429
31.1％

902
19.6％

2,260
49.2％ 23.1％

計 249,924 508.58 13,825
10.6％

26,570
20.3％

88,350
67.6％ 15.5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：H13決算・H12国勢調査（確報値）     
　　　　　注：産業構造は、分類不能を含まず。          

           

○ 人口規模はおよそ 25万人程度となり、県内では市原市に次ぎ、全国的には水戸市、八戸市など
と同程度となる。

○ 面積は 510 k㎡近くとなり、およそ千葉県の 1/10程度の広さとなり、根室市や岡山市と同程度
となる。地形は成田空港を中心としたうちわのような形となる。

○ 産業構造を見ると、就業者数は 12万 8千人を超える。構造別割合を見ると、1次産業 10.6％、
2次産業 20.3％、3次産業 67.6％となり、富里市の産業構造に近い形となる。

○ 高齢者（65歳以上）の割合は 15.5％となり、千葉県の平均 14.4％を 1.1ポイント上回り、県内
では木更津市程度となる。

2　２市８町１村の基本事項（人口・面積・産業構造等）の現況
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次に、２市８町１村の財政状況を見てみます｡

3－1　歳入決算額及び地方税・地方交付税の割合 　　

　　　　　　　(単位：千円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○歳入決算額は 996億円を超える。
○歳入に占める地方税の割合は、43.8％となり、富里市の現状程度となる。
○歳入に占める地方交付税の割合は、14.7％となり、富里市の現状をやや上回った程度となる。

3 　行財政規模（歳入・歳出等の財政状況と財政指標）

うち地方交付税
市町村名 歳入決算額 うち地方税

構成比

(％) 普通交付税 特別交付税 計

構成比

(％)
成田市 45,340,629 25,345,787 55.9 0 511,028 511,028 1.1
富里市 13,117,464 5,929,372 45.2 1,687,054 114,705 1,801,759 13.7
栄  町 8,501,245 2,898,115 34.1 2,208,638 166,313 2,374,951 27.9
下総町 3,138,519 849,247 27.1 1,046,380 103,812 1,150,192 36.6
神崎町 2,597,036 723,890 27.9 875,398 103,947 979,345 37.7
大栄町 4,855,751 1,550,808 31.9 1,158,685 123,094 1,281,779 26.4
栗源町 2,572,294 486,882 18.9 1,043,472 88,345 1,131,817 44.0
多古町 6,592,269 2,092,461 31.7 1,704,174 165,829 1,870,003 28.4
蓮沼村 2,217,002 447,022 20.2 1,010,333 99,774 1,110,107 50.1
横芝町 5,578,221 1,459,797 26.2 1,589,841 148,893 1,738,734 31.2
芝山町 5,163,314 1,860,057 36.0 524,233 138,438 662,671 12.8

計 99,673,744 43,643,43
8 43.8% 12,848,208 1,764,178 14,612,3

86 14.7%

資料:H13決算
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3－2　歳出決算額及び人件費・扶助費・投資的経費の割合   　　　　　　　　　(単位：千円)

　　  

〇歳出決算額は、946億円を超え、県内では市川市に次ぐ歳出規模となる。
〇歳出に占める人件費の割合は、23.9％となる。
〇歳出に占める扶助費の割合は、 5.1％となる。
〇歳出に占める公債費の割合は、 9.3％となる。
〇歳出に占める投資的経費の割合は、26.4％となる。

3-3 　財政指標等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

市町村名 歳出決算額 うち人件費
構成比

(％)
うち扶助費

構成比

(％)
うち公債費

構成比

(％)
うち投資的

経費

構成比

(％)

成田市 43,084,373 9,087,548 21.1 2,955,789 6.9 3,275,593 7.6 14,203,249 33.0

富里市 12,745,317 3,391,934 26.6 621,182 4.9 1,409,265 11.1 2,944,355 23.1

栄  町 8,193,525 2,249,739 27.5 291,519 3.6 1,191,757 14.5 1,883,733 23.0

下総町 2,868,817 851,554 29.7 89,264 3.1 305,071 10.6 445,952 15.5

神崎町 2,442,541 789,907 32.3 75,088 3.1 264,411 10.8 319,826 13.1

大栄町 4,613,878 1,185,740 25.7 106,823 2.3 487,969 10.6 953,597 20.7

栗源町 2,332,163 667,236 28.6 28,660 1.2 219,165 9.4 538,851 23.1

多古町 6,178,317 1,487,084 24.1 153,062 2.5 704,318 11.4 1,203,995 19.5

蓮沼村 2,031,343 579,118 28.5 128,888 6.3 201,622 9.9 227,760 11.2

横芝町 5,391,222 1,253,535 23.2 282,622 5.2 532,427 9.9 1,048,975 19.5

芝山町 4,744,820 1,072,671 22.6 127,820 2.7 221,832 4.7 1,179,917 24.9

計
94,626,31

6
22,616,06

6 23.9％ 4,860,717 5.1％ 8,813,430 9.3％ 24,950,210 26.4％

資料:H13決算

市町村名 財政力指数 経常収支比率 公債費比率 積立金現在高 地方債現在高

成田市 1.469 71.0% 9.8% 5,272,118 29,864,518
富里市 0.746 84.3% 14.0% 2,941,940 11,286,236
栄  町 0.516 88.5% 18.6% 494,931 11,117,362
下総町 0.429 81.8% 12.0% 926,017 1,853,688
神崎町 0.421 88.5% 12.8% 738,812 3,657,642
大栄町 0.540 81.1% 13.7% 2,287,179 3,385,408
栗源町 0.327 83.3% 11.0% 763,461 1,800,100
多古町 0.512 81.4% 14.1% 2,016,158 3,768,324
蓮沼村 0.298 81.6% 11.3% 1,139,990 1,132,813
横芝町 0.481 84.7% 12.4% 2,765,153 3,383,540
芝山町 0.712 76.6% 5.4% 3,377,533 1,653,379
平 均 0.775 78.1% 11.8% 22,723,292 72,903,010

※財政力指数の平均の数値は、千葉県財政シミュレーションより　　　資料:H13決算
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【用語の解説】

　　　　　　　

財政力指数　財政基盤の強弱を示すもので、標準の行政活動を行うのに必要な財源をどのくら

い自力で調達できるかを表すもの。数値が高いほど財政が豊かな団体といわれている。

公債費比率　一般財源の中で、どれだけ借入金の返済に充てているかを示すもので、数値が高

いほど借入金返済のための経費が多いことを表している。本来自由に使えるはずの一般財源を

どれくらい公債費（借入金の返済）に充当しているかを表す。一般的には、15%を超すと注意、
20%を超すと危険といわれている。

経常収支比率　収入に対して人件費や扶助費など毎年必ず出て行くお金がどのくらいの割合

になっているかを示す値。この値が大きくなるほど自由に使えるお金が少ないことを表してい

る。都市にあっては 70～80%にあるのが望ましく、80%を超えると財政構造の弾力が失われ
つつあるといわれる。

扶助費　地方公共団体が各種の法令（生活保護法・児童福祉法・老人福祉法等）に基づき被扶

助者に対して支給する費用、及び地方公共団体が単独で行っている各種扶助の支出額をいう。

この扶助費の割合が高いほど扶助的サービスが高いことを示している。
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3－4　グラフで見る住民一人当たりの財政状況
※単位はすべて千円

資料:H13決算・H12国勢調査
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　　※住民一人当たりの数値計算方法…地方税・地方交付税・人件費・扶助費・公債費・投資的経費・積立金・地方

債を人口で除したもの。

　　※住民一人当たりの数値の見方…一般的に地方税の数値が高いほど、歳入に占める自主財源が高いことを表しま

す。数値が低いほど税金が安くなるということではありません。また、扶助費の数値が高いほど、扶助費的な

行政サービスが高いことを表します。

※地方債…地方公共団体が資金調達のために負担する債務で一会計年度を超えて行われるものをいいます。臨

時突発的な多額の出費、あるいは収益的な投資のように将来の住民にも経費を分担させることがむしろ公平

である場合などに地方債を経費の財源とすることができます。
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　　人件費削減効果が、市町村合併のメリットの一つといわれています。２市８町１村が、仮に合

併するとして、市長･助役･収入役・教育長、議員、行政委員（教育委員、選挙管理委員、監査委

員、農業委員、固定資産評価委員の各委員会の委員）、一般職員数の現状と合併後の削減効果につ

いて、千葉県の財政シミュレーションによると次のとおりです。

※助役は、人口 10万人以上は 2人が適用されると仮定。報酬は、関係市町村中最高額を適用。

※議員数は、自治法改正後（H15.1以降）の議員上限数を適用。報酬は、関係市町村中最高額を適用。

※定数については、各委員会とも、根拠法に基づく定数になるものと仮定。

※農業委員会の定数の特例は考慮していない。

※報酬は、それぞれの職について、関係市町村中最高額を適用。

※一般職員の削減効果については、千葉県の市町村財政推計支援システム（普通会計部門（特別会計部門や

一部事務組合等の職員は除く））により試算

○職員の場合は、身分が保障されているため、すぐに人員を削減するわけにはいかない｡そのため、

現在の各市町村の職員年代別構成状況を考慮のうえ、後年において年代ごとの人数格差が発生

しないことを前提とし、退職者に比べ新規採用職員を抑制する中で削減を進めていくことが望

ましいといえる｡

○先進事例を見ると、支所に窓口機関のみを残す場合と多くの機能を残すとでは、全体の職員数

にかなりの差が出る。今回合併を検討している２市８町 1 村の場合は、市域が相当広くなるた
め住民サービスの観点から旧市町村に一定の機能を残さざるを得ないことが想定される。

職員の削減数は、千葉県の財政シミュレーションにより試算しているが、平成 17 年度以降 10
年間の数で、合併後の職員数は、類似団体別職員数からの理論値を採用している。職員一人当

たりの人件費は、平成 12年度決算の全県平均 899万円を用いて試算している。

4 　行財政の効率化（特別職･議員･行政委員・一般職員の削減）

■特別職（首長・助役・収入役・教育長)
●現在    　　　　　44人
●合併後　　　　　　 5人
削減数  　　　　 　39人
削減額　　　　　約 4.3億円(年間)

■議員

●現在  　　　　　　200人
●合併後　　　 　　　38人
削減数  　　　　　 162人
削減額　　　　　　約 5.7億円 (年間)

■行政委員

●現在  　　　　　　 327人
●合併後　　　 　　 　38人
削減数  　　　　　  289人
削減額　　　　　　約 1.0億円 (年間)

■一般職員

●現在    　　　　  2,590人
●合併 10年後　　　 1,827人
削減数  　　　　  　 763人
削減額　　　　　　約 69億円 (10年間)
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　　市町村立の公共施設には、いろいろな種類がありますが、次のような住民に密着する主な公共

施設及び上下水道や市町道など生活環境に関係する施設の整備状況について見てみます。

5-1　主な公共施設等の整備状況

市町村名 成田 富里 栄 下総 神崎 大栄 栗源 多古 蓮沼 横芝 芝山 計

出張所 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5
保育所 9 1 1 2 2 1 1 3 1 4 3 28
幼稚園 0 3 2 0 0 1 0 4 1 0 0 11
小学校 20 8 6 4 2 5 3 6 1 3 3 61
中学校 8 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 21
公民館 11 1 1 0 0 2 1 2 1 1 2 22
図書館 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
市民会館 2 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 7
集会施設 207 37 20 42 27 18 16 70 22 31 23 513
陸上競技場 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 4
体育館 3 1 0 0 1 2 1 1 1 1 1 12
野球場 5 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1 13
プール 5 0 2 0 0 3 1 1 0 1 1 14

資料：H12公共施設状況調査

○保育所は、28箇所となる。
○公立幼稚園は、富里市・栄町・大栄町・多古町・蓮沼村に設置されており 11園となる。
○小学校は 61校、中学校 21校となる。香取・山武地域の中学校は、町村に１校の統合校である。
○公民館は、22館となる。集会施設は 513館で成田市と多古町の設置数が多い。
○図書館は、成田市のみである。(富里市，平成１５年度３月開館予定)
○市民会館（市民ホール・文化会館）は、成田市・栄町・下総町・多古町・横芝町・芝山町にあり、

計 7館となる。
○スポーツ施設のうち、陸上競技場は成田市・大栄町・横芝町・芝山町に各 1、体育館は 12館、野
球場は 13箇所、プール 14箇所となる。

5 　主な公共施設及び生活環境整備状況



10

5-2　生活環境整備状況

市町村名
上水道

普及率

下水道

普及率
道路改良率 道路舗装率

し尿

収集率
ごみ収集率

ごみ焼却

処理率

成田市 83.1% 80.5% 64.7% 95.7% 10.7% 100.0% 84.5%
富里市 75.8% 36.5% 4.4% 87.1% 16.1% 93.7% 83.1%
栄  町 85.3% 82.8% 56.1% 63.3% 3.7% 100.0% 74.1%
下総町 2.0% ※　　0.0% 66.6% 91.3% 18.5% 45.3% 40.1%
神崎町 69.7% ※　　0.0% 65.2% 91.4% 18.1% 100.0% 87.7%
大栄町 0.0% ※　　0.0% 56.7% 86.7% 26.4% 100.0% 89.4%
栗源町 75.6% ※　　0.0% 58.4% 74.2% 19.4% 47.5% 37.2%
多古町 98.1% ※　　0.0% 33.3% 84.1% 14.9% 37.1% 26.8%
蓮沼村 77.1% ※　　0.0% 69.9% 72.1% 19.1% 100.0% 91.1%
横芝町 73.2% ※　　0.0% 46.8% 72.1% 18.6% 100.0% 90.7%
芝山町 20.4% ※　　0.0% 20.4% 75.8% 17.7% 100.0% 94.5%

資料：H13決算

○上水道の普及率では多古町が 98％を超え、次いで栄町、成田市、蓮沼村と続き、下総町 2％、大
栄町が普及していない。

○下水道の普及率は、栄町と成田市が 80％を超え、富里市は 36.5％である。なお、「下水道普及率」
の欄中、「※」印のある香取・山武地域では、現在、農業集落排水及び合併処理浄化槽で対応して

いる。

○市町村道の整備状況で改良率が 60％を超えているのは、蓮沼村、下総町、神崎町、成田市となっ
ている。芝山町 20.4％、富里市 4.4％と低い。（ただし、各市町村の改良済みの要件に差異がある
ため実情とは必ずしも合致しない面がある。）

○市町村道の舗装率では、成田市と下総町、神崎町が 90％を超え、次いで、富里市、大栄町、多古
町が 80％台、栄町の 63.3％が最も低い。
○し尿収集率は、公共下水道の普及と密接な関係があるため、相対的に香取・山武地域が高くなっ

ている。

○ごみ収集率は、成田市・栄町・神崎町・大栄町・蓮沼村・横芝町・芝山町が完全収集している。

下総町、栗源町、多古町が低くなっている。

○ごみ焼却処理率では、芝山町、蓮沼村、横芝町が 90％を越え、大栄町が続いている。下総町、栗
源町、多古町が低くなっている。
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6-1　水道料金、給食費、介護保険料
　　　　　　　　　（単位：円）

市町村名 水道料金（月額） 学校給食費（月額）
介護保険料

（基準額年額）

成 田 市 2,341 小学校 3,600  中学校 4,100 35,000
富 里 市 3,969 小学校 3,870　中学校 4,640 29,200
栄 　 町 3,885 小学校 4,200　中学校 4,800 29,100
下 総 町 － 小学校 3,800　中学校 4,300 21,420
神 崎 町 3,990 小学校 3,700　中学校 4,300 26,100
大 栄 町 － 小学校 3,900　中学校 4,500 28,320
栗 源 町 3,360 小学校 4,000　中学校 4,700 24,420
多 古 町 3,360 小学校 4,000　中学校 4,400 24,684

蓮 沼 村 4,110 小学校 4,300　中学校 4,600 33,120

横 芝 町 4,110 小学校 4,500　中学校 4,800 26,460

芝 山 町 － 小学校 4,200　中学校 4,600 27,700
※水道料金は、比較しやすいように、一般家庭で多く使用されている口径 13mmで、

１ヶ月 20立方メートル使用したケースを例に試算。

6-2　国民健康保険税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

市町村名 所得割 資産割 均等割 平等割 勤労者夫婦世帯

成田市 5.8％ 10.0％ 16,000 10,000 159,400
富里市 7.9％ 35.0％ 17,400 21,600 244,100
栄　町 6.7％ － 26,400 24,000 197,400
下総町 7.5％ 41.0％ 20,000 23,000 251,300
神崎町 6.4％ 37.0％ 17,000 22,000 219,300

大栄町 5.9％ 37.0％ 14,100 16,800 199,300

栗源町 6.7％ 35.0％ 15,000 18,000 197,900

多古町 6.8％ 35.0％ 18,800 21,200 226,700

蓮沼村 4.9％ 19.6％ 22,600 24,600 160,300
横芝町 5.89％ 38.0％ 17,900 24,900 214,500
芝山町 5.9％ 34.0％ 15,000 26,000 206,400

※国民健康保険税は、平均家庭；勤労者夫婦世帯給与収入 333万円･所得 215万円（基礎控除 33万円＋上

乗せ 2万円の 35万円を控除し 180万円）、資産税 13万円を例に試算。

6 　主な行政サービスの状況



12

○水道料金では、成田市が最も安く、次いで多古町・栗源町と続く。富里市、神崎町、蓮沼村、横

芝町は高くなっている。下総町･大栄町･芝山町は専用水道などで対応している。

○学校給食については、対象市町村すべて共同調理方式をとっているが、成田市だけが委託方式で

ある。

○給食費は、小中学校とも成田市が最も安く、横芝町が最も高い。自治体で格差が生じているのが

わかる。

○介護保険料は、住民の介護保険サービス需要を基にした介護保険計画から算出している。成田市

が高く、下総町が安い。

○国民健康保険税については、栄町のみが資産割のない３方式を採用し（富里市平成１５年より移

行予定）課税している。成田市は資産割が 10.0%、平等割についても 10,000円と低い。勤労者夫
婦世帯では、成田市の 159,400円が最も低く、次いで蓮沼村の 160,300円となっている。
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交通網の整備やライフスタイルの変化などにより、隣のまちに通勤・通学、ショッピングに出か

けたりと、私たちの日常生活の範囲は行政区域を越えて飛躍的に広がっています。特に成田市には、

大型店舗、外食店舗なども数多く揃っているため、多くの人々を吸引しています。

7-1　ショッピングの状況
○平成 13年度千葉県消費者購買動向調査によると、成田商圏は、6市 16町 3村に及び商圏人口は

76万人を超え、前回（平成 10年度）調査と比較すると、吸引力は 42.3％増加しています。
このデータからも明らかなように成田商圏は、ボンベルタ、イオンショッピングセンター、イト

ーヨーカドーなどの大型店の相次ぐ進出により、衣料品や靴・カバンなどの買い回し品はもとよ

り、家具・家電製品の購入や外食などが増えているものと見られ、他の商圏が軒並みダウンする

中で、大きな伸びを見せています。

　成田商圏に係る買物動向（衣料品）　資料：千葉県の商圏平成 13年版より

　

89.3%
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○成田商圏に係る衣料品の買物動向（千葉県の商圏平成 13 年版）によると、第 1 次商圏（30％以
上）は、成田市・下総町・栄町・大栄町・富里市・芝山町・多古町が該当している。第 2 次商圏
（10％以上 30％未満）は、神崎町・横芝町・栗源町が該当し、第 3次商圏（5%以上 10%未満）
は蓮沼村が該当している。

○成田商圏に係る飲食・贈答品の買物動向（千葉県の商圏平成１３年度版）によると、第１次商圏

（30％以上）は、成田市・富里市・栄町・下総町・神崎町・大栄町・多古町・芝山町が、該当し
ている。第 2次商圏（10％以上 30％未満）は、栗源町、横芝町が、第３次商圏（5％以上 10％未
満）は、蓮沼村が該当している。

7 　日常生活圏のつながり(ショッピング)
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広域市町村圏行政がスタートしたのは昭和 44年で、すでに 30年あまり経過しています。ごみ焼
却場やし尿処理場、火葬、広域消防などの共同利用は進み、一定の成果を挙げています。

8-1　関係市町村が加入する一部事務組合等

印旛郡市広域市町村圏事務組合
成田市 富里市 栄町 佐倉市・四街道市・印西市・八街市・白井市・酒々井町・印旛村・本埜村

香取広域市町村圏事務組合
下総町 神崎町 大栄町 多古町 栗源町 佐原市・小見川町・山田町・東庄町

山武郡市広域行政組合
蓮沼村 横芝町 芝山町 東金市・成東町・大網白里町・九十九里町・山武町・松尾町

○対象市町は、広域行政の基本ともいえる「広域市町村圏」は、「印旛郡市広域市町村圏事務組合」

「香取広域市町村圏事務組合」「山武郡市広域行政組合」の三つにまたがっています。

8-2　事務分野別にみた共同処理等の状況
     
市町村名 し尿 ごみ 火葬 消防

成田市 単独 単独 Ｊ 単独

富里市 Ａ 単独 Ｊ 単独

栄　町 Ｂ Ｃ 単独 単独

下総町 Ｄ Ｄ Ｄ Ｇ

神崎町 Ｄ Ｄ Ｄ Ｇ

大栄町 Ｄ Ｄ Ｄ Ｇ

栗源町 Ｄ Ｄ Ｄ Ｇ

多古町 Ｅ Ｆ Ｆ Ｇ

蓮沼村 Ｈ I H H

横芝町 Ｈ Ｉ Ｈ Ｋ

芝山町 Ｈ Ｉ Ｈ Ｈ

参考：H13決算

○成田市は火葬（八街市・富里市と共同）を除いて、し尿・ごみ処理、消防を単独で行っている。

○富里市はごみ処理、消防を単独で行い、し尿処理は印旛衛生施設管理組合で行っている。

○ 栄町は火葬・消防は単独で、し尿処理、ごみ処理は印西地域とのつながりがある。

8 　行政的なつながり(一部事務組合等)

Ａ　印旛衛生施設管理組合（富里・八街・酒々井・佐倉・四街道）

Ｂ　印西地区衛生組合（栄・印西・本埜・印旛）

Ｃ　印西地区環境整備事業組合（栄・印西・白井・本埜・印旛）

Ｄ　北総西部衛生組合（下総・神崎・大栄・栗源・佐原）

Ｅ　東総衛生組合（多古・旭・八日市場・飯岡・海上・光・野栄・

干潟）

Ｆ　八日市場市外 3町環境衛生組合（多古・八日市場・光・野栄）
Ｇ　佐原市外 5 町消防組合（多古・下総・神崎・大栄・栗源・佐

原）

Ｈ　山武郡市広域行政組合（蓮沼・横芝・芝山・東金・成東・大

網白里・九十九里・山武・松尾）

Ｉ　山武郡環境衛生事業振興組合（蓮沼・横芝・芝山・山武・松

尾）

Ｊ　八富成田斎場（成田・富里・八街）

ｋ　八日市場市外三町消防組合（横芝・八日市場・光・野栄）
※　この他に水道・下水道等が挙げられます。
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○下総町・神崎町・大栄町・栗源町は、し尿・ごみ処理、火葬の３部門を同じくしている。また、

消防は、多古町を含め佐原市外 5 町消防組合を組織している。また、多古町は、ごみ処理、し尿
処理、火葬部門は東総方面とのつながりが見られる。

○蓮沼村・横芝町・芝山町のし尿処理及び火葬は、山武郡市広域行政組合で、ごみ処理は、山武郡

環境衛生事業振興組合で行っている。

○横芝町の消防は、八日市場市外三町消防組合で、また、蓮沼村・芝山町の消防は、山武郡広域行

政組合でそれぞれ対応している。

○このように、市や町によって、一定の結びつきではなく、複雑に絡んでいることがわかる。合併

の際は、このような一部事務組合等の後処理が大きな課題となる。

8-3　都市計画の状況

市町村名
首都圏近郊

整備地帯

都市計画

区域
線引き 地域地区

都市計画

道路

航空機騒音障害

防止特別地区等

成田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

富里市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

栄　町 ○ ○ ○ ○ ○ ×

下総町 × ○ × ○ ○ ○

神崎町 × × × × × ×

大栄町 × ○ × ○ ○ ○

栗源町 × × × × × ×

多古町 × ○ × ○ ○ ○

蓮沼村 × ○ ×
× ○

×

横芝町 × ○ ×
○ ○

○

芝山町 × ○ × ○ ○ ○

○首都圏近郊整備地帯である成田市、富里市、栄町は、市街化区域・市街化調整区域の区分

がされている都市計画区域である。

○しかしながら、下総町、大栄町、多古町、蓮沼村、横芝町、芝山町は、都市計画区域として指定

はされているものの、市街化区域・市街化調整区域の区分がされていない。

○神崎町、栗源町は、都市計画区域の指定はされていない状況である。

○このように、都市計画区域、地域地区の指定状況に違いがある。
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国や県の機関、いわゆる地域の行政圏についても一部事務組合のようにいろいろなかかわり方を

しています。税務署や裁判所、労働基準監督署、法務局、あるいは、支庁や保健所、土木事務所、

警察署、保険医療圏など、住民の生活に関連のある機関の管轄を挙げると次のようになります。

税務署

裁判所　（千葉地方裁判所）

労働基準監督署

法　務　局　（千葉地方法務局）

9 　行政的なつながり(国･県等の機関)

成田税務署　成田市　富里市　栄町

佐原税務署　下総町　神崎町　大栄町　栗源町　多古町

東金税務署　蓮沼村　横芝町　芝山町

佐倉支部、千葉家庭裁判所佐倉支部、佐倉簡易裁判所

　　　　　成田市　富里市　栄町

佐原支部、千葉家庭裁判所佐原支部、佐原簡易裁判所

　下総町　神崎町　大栄町　栗源町

八日市場支部、千葉家庭裁判所八日市場支部、八日市場簡易裁判所

多古町　蓮沼村　横芝町　芝山町

成田労働基準監督署　　成田市　富里市　栄　町  下総町　神崎町
　大栄町　栗源町　多古町

東金労働基準監督署　　蓮沼村　横芝町　芝山町

佐倉支局　　　　成田市　富里市　栄　町

佐原支局　　　　下総町　神崎町　大栄町　栗源町

八日市場支局　　多古町　蓮沼村　横芝町　芝山町

（登記に関する事項）

佐倉支局成田出張所　　　成田市　富里市　栄町

佐原支局　　　　　　　　下総町　神崎町　大栄町　栗源町

八日市場支局　　　　　　多古町  芝山町
八日市場支局成東出張所　蓮沼村　横芝町
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支　庁

保健所

土木事務所

警察署

※成田空港内は空港警察署管轄

保健医療圏

ＮＴＴ

印旛支庁　　成田市　富里市　栄町

香取支庁　　下総町　神崎町　大栄町　栗源町　多古町

山武支庁　　蓮沼村　横芝町　芝山町

佐倉保健所　成田市　富里市　栄町

香取保健所　下総町　神崎町　大栄町　栗源町　多古町

山武保健所　蓮沼村　横芝町　芝山町

成田土木事務所　成田市　富里市　大栄町　多古町　芝山町

印旛土木事務所　栄　町

香取土木事務所　下総町　神崎町　栗源町

山武土木事務所　蓮沼村　横芝町

成田警察署　成田市　富里市　栄町の一部

印西警察署　栄町の一部

佐原警察署　下総町　神崎町　大栄町  栗源町　多古町
成東警察署　蓮沼村　横芝町　芝山町

成　田　局　成田市　富里市　栄町　下総町

佐　原　局　神崎町　大栄町　栗源町

八日市場局　多古町　横芝町　芝山町

千　葉　局　蓮沼村

印旛・山武圏域　成田市　富里市　栄町

　　　　　　　　蓮沼村　横芝町　芝山町

香取・海匝圏域　下総町　神崎町　大栄町　栗源町　多古町


